
□ Ｓ ：大幅な目標を上回った

□ Ａ⁺ ：目標を多少上回って達成

■ Ａ ：目標を達成

□ Ｂ⁺ ：目標を少し下回った

□ Ｂ ：目標を下回った

□ Ｃ ：目標を大幅に下回った

□ − ：外的要因より継続困難となった

今後も、定位照射は骨転移などの緩和照射、強度変調放射線治療は肺癌や食道癌など、その適応を様々な癌腫に

クオリティインディケーター（QI）成果報告

2024年度は定位照射の件数を増加させることができた。転移性骨腫瘍の症例が増えたためと思われる。

指標名
　高精度放射線治療（定位放射線治療・強度変調放射線治療）の件数

目標：ゴール
 位放射線治療や強度変調放射線治療などの高精度放射線治療の件数を増加させる

目標：ゴール達成度

ことができる。

目標：ゴールに対する成果の状況

目標：ゴール達成による効果

【放射線治療科】

高精度放射線治療を増加させることにより、有害事象を低減し、治療効果の高い放射線治療を提供する

2023年度; 定位放射線治療　6件　　強度変調放射線治療35件

2024年度; 定位放射線治療　9件　　強度変調放射線治療38件

目標：ゴールの課題・改善策

強度変調放射線治療の件数も増加しており、食道癌の症例が増えていた。

拡大することでさらに件数を増やし、患者さんに高精度な治療を提供したい。


